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１ はじめに  
本研究は、「ミニ開発住宅地」の１つである埼玉県川

口市Ｓ地区注1)における開発の過程と現状及び近隣コ

ミュニケーションの実態に関する研究文）の一部である。 

Ｓ地区では年間100件以上の行事が存在している注2)。

その中でも「夏祭り」に次ぐ規模のＳ地区の大イベン

トが毎年秋にＳ公民館で開催される「文化祭」である。 

本稿ではこの「文化祭」を通してみた、グループ活動

とキーパーソンの位置づけについて報告する。 

２ 調査概要 
(1)「文化祭」について 

「Ｓ公民館地区文化祭」はＳ公民館開館以来毎年秋

に開催され、筆者らが調査を行った2006年で35回目と

なる。主催は文化祭実行委員会、後援はＳ町会および

Ｓ地区リクリエーション協会、協力が川口市交通安全

協会Ｓ支部およびＳ公民館である。 

(2)Ｓ公民館について 

Ｓ公民館はて昭和45年11月に運営を開始し昭和48

年・54年の2度の増築を経て現在に至っている。主要な

室構成は調理室・日本間・図書室を含む計6室で、RC

２階建て、延べ床面積は423.24㎡である。 

(3)調査対象 

Ｓ公民館を通常利用して活動を行っている37グルー

プ。さらに、2006年11月4・5日に行われた「文化祭」

の参加者とする。 

(4)調査方法 

調査は2006年4月から2007年3月にかけて、筆者らが

実際に活動に参加しヒアリングを行い気づいたことを

記録した。 

３ 結果と考察 
3.1 日時・会場 

 2日間とも開催時間は午前10時～午後4時。会場は図1

に示すように、Ｓ公民館および公民館前の駐車スペー

ス、Ｓ公民館横のＳヘルパーステーションとその横に

ある小さな公園、またＳ公民館向かいのＳ小学校校庭

の計5箇所である。 

3.2 来場者数 

 公民館調べの参加者は1000人以上。内訳は実行委員

とスタッフが80人、お手伝いをした人が2日間で120人。

パンフレットが1日目350部・2日目450部の計800部はけ

たことにより推定来場者800人以上。 また、自転車の

台数が1日目120台、2日目200台近くに及んだとのこと

(川口市交通安全協会Ｓ支部調べ)から来場者の約3割

は自転車での来場者であることがわかる。 

 2日間とも多数の来場者があり、年齢層も高齢者だけ

ではなく、幼児や小中学生、20代の若者も多く見受け

られた。 参加者の多くがＳ地区居住者であり、その

内Ｓ公民館を利用したグループ活動のメンバーの家族

や友人が多くを占めてはいるものの、「文化祭をやっ

ているとことだから、ちょっと覗きに来た」という小

中学生も見受けられた。 

3.3 参加グループ 

 参加グループは表に示すように通常Ｓ公民館を利用

し実際に活動している37グループの内24グループと、

町会などの公的なグループ3グループ、また、個人参加

者を含む非公民館利用グループ8グループの計35グル

ープである。 

この非公民館利用グループ8グループの内、2グルー

プが個人参加者で、芸能発表の部に参加している3グル

ープは、通常はＳ地区内にある青少年センターで活動

しているグループ、残りの3グループは通常はＳヘルパ

ーステーションで活動しているグループである。 

この文化祭では、通常の公民館利用の有無にかかわ

らず、これら35グループ全てが同等に扱われていた。 

3.4 参加者  

図2に示すように、文化祭の構成メンバーである文化

祭実行委員会やＳ町会、Ｓ地区リクリエーション協会、

また川口市交通安全協会Ｓ支部のメンバーの約8割は

何らかの形でＳ公民館を利用したグループ活動のメン

バーである。このＳ公民館を利用したグループ活動の

メンバーの多くが、一つのグループだけでなくいくつ

ものグループに所属していることは既発表文)の通りで

ある。その為、文化祭参加グループのメンバーの多く

も、１つのグループだけではなく色々なグループに所

属している。また、ヒアリングにより文化祭参加グル

ープのメンバーは全員、この文化祭以前より知人関係

にあることがわかり、文化祭期間中もよく交流がなさ

れている姿がみられた。 



これらのことにより、Ｓ地区には種々のグループ活

動が存在し、それらのグループが重なり合っているこ

とがわかった｡ 
3.5 キーパーソン 

 本稿では「文化祭」を調査対象としているが、文化

祭だけではなくＳ地区で行われるその他の行事を通し

てグループ活動をみていくと、Ｓ地区にある大小さま

ざまなグループのグループとグループの結び目となる

人達の存在が明らかになった。この結び目となる人を

キーパーソンと呼ぶことにする。 

図3に示すように、Ｓ地区にはキーパーソンが１人や

２人ではなく３０人以上存在している。このキーパー

ソンは、３つのタイプにわけることができる。１つ目

のタイプは、いくつものグループに所属し、グループ

とグループの結び目になっているキーパーソンである。

例として図3中のＳさんは、交通安全協会Ｓ支部のメン

バーであり、ソフトボールのメンバーでもある。また、

Ｓ公民館を利用した「カラオケ」や「ゲートボール」

のメンバーでもある。このＳさんがいることで、Ｓさ

んの以外の交通安全協会Ｓ支部のメンバーとソフトボ

ールのメンバーが知り合いになったり、ソフトボール

のメンバーでカラオケ好きの人がＳさんの紹介でカラ

オケのクラブにも参加するようになるなど、Ｓさんは

Ｓさんの所属するグループのメンバーをグループを超

えて結びつけるのに一役かっている。２つ目のタイプ

は、いくつもの行事に参加し、行事と行事の結び目に

なっているキーパーソンである。例として、図3中のＩ

さんは、交通安全協会Ｓ支部にしか所属はしていない

ものの、文化祭や夏祭り、餅つき大会などのＳ地区の

行事には毎回参加し、Ｓ地区の交通安全を守っている。

その為、Ｓ地区住民の多くがこのＩさんのことを知っ

ている。３つ目のタイプは、1つ目のタイプと２つ目の

タイプの合わさったタイプである。このタイプは会長

や校長といった“長”の名のつく人に代表されるよう

に、いくつものグループのメンバーと関係しながらい

ろいろな行事にも参加しているキーパーソンである。

Ｓ地区のキーパーソンの多くがこのタイプである。 

 キーパーソンの約6割は高齢者ではあるが、中には50

代以下の人も存在している。彼らのような比較的若い

世代のキーパーソンの中には、自分達がＳ地区の次の

時代を担っていくという自覚のある人や、Ｓ小学校の

PTA役員や少年野球の保護者のように子どもの成長に

合わせて更新される人も存在している。 

４ まとめ 
Ｓ公民館で開催される「文化祭」はＳ公民館を利用

したグループ活動の発表の場であるのと同時にＳ地区

の一大イベントであり、グループ活動のメンバーはも

ちろんのこと、それ以外にＳ地区住民も多く参加し、

その家族や友人の交流の場となっている。 

また、「文化祭」という行事を通して、Ｓ地区には

大小さまざまなグループ活動が存在し、それらのグル

ープが重なり合っていることがわかる。そして、この

様に大小さまざまなグループが「文化祭」という行事

を協力して行うことで、Ｓ地区内のキーパーソンの存

在が可視化されている。 
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【注釈】 
注1 本稿では紀要発表のＳ地区を含むＳ一丁目・二丁目全域を対象とする。対象

区域の人口5894人、世帯数2680世帯(2007年3月1日現在)。 

注2 夏祭り・文化祭の他に、町会ソフトボール大会や町会ミニテニス大会、餅つ

き大会やＳ防災訓練等がある。 
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図3 キーパーソン関係図 

表 文化祭参加グループ 

１日目のみ参加グループ 2日目のみ参加グループ

【展示の部】 【模擬店の部 】 【芸能発表の部】 　【芸能発表の部】

Ｓ書道クラブ ふれあい21 大正琴真月会 カラオケ同好会

リボンフラワー Ｓジャイアンツ 民謡愛好会 レイナニフラサークル

カトレア(生け花) ファザーズ 鈴音会よさこい カナリア(合唱)

Ｓ水墨画クラブ Ｓソフトクラブ 民踊同好会 リリィウクレレクラブ

Ｓフォトサークル Ｓ町会自主防災隊 花富士会 マジック

木彫りクラブ
ふれあい喫茶(ジャージカ
フェ)

鈴音会

ふれあい21 ミニテニス 華の会

レインボー(子育てネット) ふじの会 【スポーツの部】

Ｓジャイアンツ(少年野球) SOBソフトボールクラブ

鎌倉彫クラブ

絵手紙サークルこすもす 【その他の部】

ゆりの会(アメリカンフラワー) S囲碁同好会 【模擬店の部】

ＳOBソフトボールクラブ いきいきサロン レクリエーション協会

個人出展(写真・絵画) ふじの会

2日間参加グループ

※網掛け部は通常Ｓ公民館を利用しているグループ。斜体は非公民館利用グループ。

下線は非グループ活動グループ 

図1 会場配置図 

50代以下のキーパーソン

校長先生

館長さん Ｉさん

Ｈ監督コーチ

少年野球･母

生徒会

Ｏ会長

Ｙさん

Ａさん

Ｓさん Ｉさん

Ｋさん

Ｓさん

Ｗさん

Ｓさん

Ｓさん

Ｋさん

Ｋさん

Ｓさん

Ｓさん

Ｙ会長

Ｉさん

Ｗさん

Ｋさん

Ｍさん

Ｈさん

Ｍさん

Ｍ会長

Ｎ前会長

老人会

Ｓ公民館 Ｓ小学校

Ｓ商店会

Ｓ町会
交通安全Ｓ

ソフトボールチーム

Ｓ青少年センター


